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《数値目標》 

目標項目 現状値（R4） 目標値（R11） 備考 

目指す姿（分野アウトカム） 

無医地区等のうち、保健医療サービスを

受けることができる地区数 
13地区 13地区 現状を維持 

取組の方向性（中間アウトカム） 

無医地区等における診療延べ日数 

（オンライン診療含む） 
1,977日 2,000日 

 

へき地医療に従事する医師数 21.4人 22.0 人 
 

無医地区等のうち、保健福祉サービスを

受けることができる地区数 
13地区 13地区 現状を維持 

具体的な施策（アウトプット） 

へき地医療支援機構会議の開催回数 ２回 ２回 現状を維持 

無医地区等への巡回診療延べ日数 

（オンライン診療含む） 
22日 27日 

 

 

《ロジックモデル》 

 

番号 番号 番号

指標 へき地医療支援機構会議の開催回数 指標
無医地区等における診療延べ日数（オンライン診

療含む）
指標

無医地区等のうち、保健医療サービスを受けるこ

とができる地区数

指標
無医地区等への巡回診療延べ日数（オンライン診

療含む）

3

4

5

6 指標 へき地医療に従事する医師数

7

8

9

10 指標
無医地区等のうち、保健福祉サービスを受けるこ

とができる地区数
保健・医療・福祉の連携強化

目指す姿（分野アウトカム）

へき地医療支援機構を中心としたへき地医療の推進

1

へき地における医療が確保できている

1

へき地においても保健医療サービスを継続して受けるこ
とができる

具体的な施策(アウトプット）

へき地における保健福祉サービスが確保できている

へき地医療に従事する医師が確保できている

取組の方向性（中間アウトカム）

へき地医療における総合的な診療能力を有した医師の養
成・確保

医師キャリアサポートセンターとへき地医療支援機構との
連携・協力

健康診断の受診促進

3

救急支援体制の確保

自治医科大学卒業医師の派遣

2

へき地医療支援機構の調整による代診医の派遣

無医地区等への巡回診療による医療の確保

1

2

へき地医療拠点病院に対する評価・検討


